LINAC2008で得たLバンドRF電子銃に関する情報（磯山悟朗）

V.V. Paramonov (RAS/INR, Moscow)（多分）

· 我々がFNALから購入するRF電子銃はDESYの3号機で、現在FLASHで使用中の電子銃は4号機である。現在、設計中の5号機の開発を行っている。

· 5号機の変更点

· ピルボックスに近い空洞構造から、より丸い断面を持つ構造に変更。4号機では電場が最も強いのはディスクの半セル側表面で、陰極面ではない。ディスク内径部のrを大きく取り、表面電場を押さえて陰極面で最大電場が得られるようにした。また、付け根部分のrを大きくして表面積を小さくしてQ値を上げることにより入力パワーを減らし発熱を下げる。

· 冷却水の水路断面積を小さくしてその分チャンネル数を格段に（1桁？）増やして、銅と水の接触面積を増やすことにより冷却効率を上げる。

· これらの変更は、パルス後半に空洞温度が上がり問題になっていることを想像させる。

· RF空洞の共振周波数調整が出来ないが問題ないのか？

· 冷却水温による調整と、カソード面あるいはビーム出力面を押すことにより問題なく調整できる。

· 冷却水配管を多数設けて水を流すが、層流になっているので熱交換がうまくないのでは？

· 冷却水は、水圧と流量の関係から、層流では無く乱流になっている。

· この人は、RF設計だけで機械設計はDESYで行っているため、要確認。

DESYのお兄さん

· DESYのRF電子銃をFNALで作っているとは知らなかった。3号機の写真は、FNALの物かDESYで撮った物か分からない。

· DESYは、FNALからRF電子銃の製作を依頼されている。もしそれがKEKに行くのであればだいぶ時間がかかるぞ。

Marc Ross, Namkung

· KEKがFNALからRF電子銃を買ったのは、日米協力のお金が使えるからだ。

KEK－LINACの吉田氏

· 同軸導波管変換は不要、矩形－円形導波管変換で十分、東京理科大のRF電子銃はそういう構造になっている。

